
令和７年度８月定例教育委員会議事録 

 

【日時】 

令和７年８月 22 日（金） 

開会 午後１時 30 分 

閉会 午後４時 00 分 

 

【会場】 

辰野町民会館 104 学習室 

 

【出席者】 

10 名 

（辰野町教育委員会） 

教育長       宮澤 和德 

教育長代理     飯澤 隆 

教育委員      垣内 由佳 

教育委員      関  政彦 

教育委員      萩原 多恵子 

 

 

（事務局関係） 

学びの支援課長    福島 永 

学校支援課長     竹村 智博 

学校支援課長補佐   両角 哲也 

学校教育係長     小澤 靖一 

教育総務係      中沢 大輔 

 

 

 

【傍聴者】 

０名 

 

 

 

 

 



【次第】 

１ 議事 

（１）【非公開】指定校変更について 

（２）【非公開】就学の判断について 

 

２ 協議 

（１）【非公開】夏休みの反省及び学校の様子・運営上の諸課題 

（２）町内小・中学校２学期の方向 

（３）全国学力学習状況調査結果（速報） 

（４）町教育委員会研修視察について 

（５）小中学校あり方検討委員会 今後の推進について 

（６）夏休み中の学校関係校医の進捗状況 

（７）その他 

 

３ 報告事項 

（１）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○開会 

１ 開会宣言 

 

２ 会期の決定 

・会期については 1 日とする。全員異議なし。 

 

３ 議事録の承認 

・承認。 

 

４ 宮澤教育長挨拶 

  こんにちは。日中の最高気温を更新し 36.6℃を記録した猛暑の８月も残り１週間

です。既に昨日、辰野南小学校以外の小中学校で２学期の始業式が、残った辰野南小

学校も今日始業式が行われ、総ての学校で２学期がスタートしました。12 月末迄の

長い２学期が始まりました。今朝も元気に学校に向かう小学生、中学生の姿を見まし

たが、何か学校で楽しい事が待っているのかなと感じさせる小学校１、２年生の小走

りで学校に向かう姿は、実に可愛いものです。 

明日は 24 節気の処暑、暑さも峠を超え、朝晩は涼しくなってきて、夜の虫の音も

美しく聞こえる様になるという訳ですが、まだまだ残暑厳しい日が続くようです。今

年は 10 月頃迄残暑が続くという報道もあります。 

この夏は、猛暑と熊出没、熊出没も辰野町ではほぼ毎日の様に報道されていました。

これから秋に向かって、山に熊の餌となるものが厳しくなっていくとまた、里に出て

くると思います。２学期がスタートした今、登下校中の子ども達も心配になりますの

で、ここで熊鈴を全小中学生に一斉に配布できる様に準備しています。詳細はこの後、

課長から説明させて頂きます。 

猛暑に熊、降れば豪雨、降らないとなると夕立も無く徹底的に降らない。そして小

さいですが頻発する地震、今日も午前中に震度４の地震がありました。海水温も高く

今後台風も心配されます、何か、自然そのものが本当に壊れてきている感じがします。 

９月１日の防災の日も目前です。町の総合防災訓練はその前日８月 31 日に実施予

定です。各学校でも、防災教育や防災訓練が計画されていますが、これが訓練の為の

訓練で終わる事の無い様に、万一の時に生きるものにしなければと思っています。 

今日の定例教育委員会では、指定校変更、就学の判断について、協議として、学校

の様子や運営上の諸課題、小中学校の２学期の教育課程、全国学力学習状況調査の結

果から等です。それではよろしくお願いします。 

 

 

 



５ 議事 

（１）【非公開】指定校変更について 

 ・小澤学校教育係長より説明。承認。 

 

（２）【非公開】就学の判断について 

 ・教育総務係中沢より説明。承認。 

 

６ 協議 

（１）【非公開】夏休みの反省及び学校の様子・運営上の諸課題について 

・宮澤教育長より説明。 

資料として「学校の様子及び運営上の諸課題」、「８月校長会資料」を提示。 

 

（２）町内小・中学校２学期の方向 

・宮澤教育長より説明。 

・資料として「令和７年度 ２学期教育課程等の方向」を提示。 

 

【辰野西小】 

①自主的な授業改善の更なる推進… 

②「子どもの意識を大事にした子どもと共につくる活動の推進」…校外学習を積

極的におこなっていく。 

③個に寄り添ったチーム支援の充実 

【辰野東小】 

①学校目標である「楽しい学校」づくりに向けて、２学期は「探求を楽しむ授業

づくり」を全職員が意識を共有して目指す。 

・学校では「国語グループ」と「図工グループ」に分かれて授業づくりに取り組

んでいる。 

・クラブ活動は軌道に乗ってきている。 

【辰野南小】 

①目指す子どもの姿をイメージし、全職員と共有したい。 

②子ども達が「やりたい」と思える場面をどれだけつくる事ができるか。 

③自分の学びを「伝えたい」と思える様な活動にする。 

【辰野中】 

①地域にでる…特に３年生は集大成で中学生議会に向けて活動していく。 

②生徒から発する活動…生徒の考える活動を支援していく。 

③引継ぎの学期…文化祭後から３年生から２年生に引き継がれていく。 

④明るい職場づくり…前向きに取り組む事のできる校内体制整備を進める。 



⑤授業づくり 

⑥生徒指導の基本の確認…学校として、職員集団として反省すべき事を明確にし、

全職員で生徒指導、生活移動に繋げていく。 

 

（３）全国学力学習状況調査結果（速報） 

・宮澤教育長より説明。 

資料として「令和７年度『速報』全国学力学習状況調査の結果より」を提示。 

・小学校の国語、算数、理科は平均値よりやや下の子ども達をもう１段階上げ、

上位生も増やしたい。 

・中学校の国語は中間層の底上げができると良い。昨年度、心配した数学は平均

では盛り返した感あり。全国平均も含め、低位側に山のピークがあるのは問題

に課題があったのか。 

・児童（生徒）質問紙からみえる児童生徒の状況は、今年度も良好。PCやタブレ

ットの活用については、まだ課題がある様です。 

 

（４）町教育委員会研修視察について 

・宮澤教育長より説明。 

・資料として「内外教育「６月 24日」令和の先端的モデル」を提示。 

・町田市立小山田南小学校の事例を紹介。児童は真面目で素直、先生方も一生懸

 命授業をやっている。しかし、ずっと学力が低かった中、大きく授業を変え

 て、半年で大きく改善してきている。 

 

＜Ａ委員＞ 

この蔭山英男さんは、100マス計算を開発した方で、30人程のクラスから国立

大学へ 10人入るクラスになった事で有名でした。 

この間、先生達とお話をしたのですが、国語で漢字が出てきますが、教科書に

単元があって、そこに出てきた漢字をやるわけですが、この先生曰く、４月５月

の２ヶ月間で漢字を全てやってしまう様です。漢字は忘れてしまうもので、やっ

て思い出す、やって思い出すを繰り返して、漢字が得意になるという事で、面白

いなと思いました。 

 

＜宮澤教育長＞ 

小学校の算数では、１問か２問を１時間かけてやる。そういった所を変えた様

です。先生方は学習指導要領に則って、教科書を進めます。教科書はそう進める

様になっていますが、その通り進めると莫大な時間が掛かります。もっと能率的

にやる方法があるのではないかと思います。 



＜Ｂ委員＞ 

１年間に何の勉強をするのかという事を俯瞰して、それを予習する。できて

もできなくても。そして勉強に入っていくと書いてありました。どんな事をや

っているかは、よく分かりませんが。 

 

＜Ｃ委員＞ 

１年間を俯瞰してみるというのは、勉強する事だけではなくて、社会に出て

も必要な事だと思います。物凄く良い事だと思います。 

 

＜宮澤教育長＞ 

よろしければ、進めて行きたいと思います。校長先生と相談して９月末から

10月で良いか確認していきたいと思います。 

 

（５）小中学校あり方検討委員会 今後の推進について 

・宮澤教育長、竹村学校支援課長より説明。 

・次回は９月 30日 18：30から。 

・集約していかなくてはならない、集約した時に、何を大事にしていくかといった

話が中心になっていく予定。提言に向けた内容を意識していきたい。 

 

＜Ｄ委員＞ 

前回で気になったのが、仕方ない事だと思いますが、宛職で来ていて変わっ

 た方が、変わられた方から、あれが無い、これが無いという発言がありました。

 こうなってしまうと議題が戻ってしまいます。これまでの検討を根底から覆す

 様な発言もありました。資料の引継ぎがされていないという話もあり、そうい

 った話が出ても仕方がないとは思いますが、これでは３歩進んで２歩下がる事

 になってしまいます。 

 

＜宮澤教育長＞ 

そろそろ、提言書をイメージして進めていきたいと思います。整理をしてい

 って、パブリックコメントを求めていきたいと思っております。町民の方に、

 情報が無いまま「どうしましょうか」となっても無責任ですので、あり方検討

 委員会の方向を出して、求めていく。その後、教育委員会で具体的に検討して

 いく事になります。 

 

（６）夏休み中の学校関係工事の進捗状況 

・両角学校支援課長補佐より説明。概ね順調に進んでいる。 



（７）その他 

・福島学びの支援課長より辰野町資料の送付報告。 

矢島良幸先生が作家の吉田秋生が矢島先生の親戚にあたるという事で、それを調

べたものと、戦争の慰霊碑関係のもので構成されている。 

次回は 10月。川島小学校の閉校関係をまとめている。 

 

７ 報告事項 

（１)その他 

なし 

 

8 閉会 

 

 


